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Autodesk BIM 360 Glueは、バー
チャル設計 /施工（VDC）のニーズを
満たすツールです。 当社では既に 
評価を行い、意思決定のツールとし

ての効果を確認しています。さらに

効率的なワークフローを構築中で、

コラボレーションの改善にも取り 
組んでいます。BIM / VDCは、どちらも
プロジェクトの成功には不可欠です。
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モジュール工法の超高層ビル建設で、 
ビジュアライゼーションとコラボレーションに
オートデスクBIMソリューションを活用

プロジェクトの概要
SHoP Construction（以下SC）社は、マンハッタン 
を拠点とする、ビジネスとアートを融合させた
革新的な設計で有名な SHoP Architects（以下
SHoP）社のグループ会社です。SHoP社は2007年
に、バーチャル設計 /施工（VDC：Virtual Design 
and Construction）サービスをはじめとする幅広
いサービスをオーナー、設計者、施工会社へ提供す
るために SC社を設立しました。長年にわたり、ビ
ルディング インフォメーション モデリング（BIM）
は SC社の施工管理プロセスで中心的役割を果た
しており、実際の施工前にバーチャルで設計と施
工の検討をすることを可能にしました。近年では、
Autodesk® BIM 360®クラウド サービスの 1つで
あるAutodesk® BIM 360™ Glueを利用して、クラ
ウドにある実モデル データを使い、そのプロセス
をさらに迅速化、合理化できるようになりました。 

ニューヨーク州ブルックリンのバークレイズ・ 
センター・アリーナに隣接した32階建てB2 BKLYN 
レジデンス棟は、49 億ドル（約 6,000 億円）、 
約 9万㎡のエンターテインメント、ビジネス、住
宅の複合施設です。この複合施設には 2012年に 
移転したブルックリン ネッツのアリーナ（座席数：
18,000席）も含まれています。B2レジデンス棟は
350世帯が暮らす、モジュール工法による世界最
大の建物です。

課題
B2 BKLYNレジデンス棟は、その大部分が工場
で組み立てられ、従来の設計プロセスに比べ、
早い段階から、複数部門が関連する、複雑なモ
ジュール間のコーディネーションを非常に厳しい
寸法許容差で調整する必要があります。 SC社は 
モジュール工法特有の施工要件に対応するた
めに、SHoP 社で設計した詳細な意匠モデル、 
Arup 社で設計した構造と設備（機械、電気、 
配管）モデル（Autodesk® Revit® Architecture、
Revit® Structure、Revit® MEPで作成）を統合して 
B2 BKLYNレジデンス棟のバーチャルモデルを 
作成して調整を行いました。

SC社のプロジェクト マネージャーErik Churchill
氏は「従来のプロセスからの 180度の転換です。
通常は、全体の計画から詳細に進みますが、モ
ジュール工法では反対の考え方をする必要があ
ります。モジュールがどのように組み合わさるの
か、十分に理解しなければなりません。そのため
には、設計チームは設計プロセスのかなり早い段
階で収まりなどを検討する必要があります。こう
した問題は、従来のプロジェクトではもっと後の
工程で検討されるものです」と述べています。
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クラウドでのバーチャル設計とコラボレーション
プロジェクト インテグレーターとしての役割を担
うSC社は、Autodesk BIM 360 Glueを使用して、
クラウド上でバーチャル モデルを作成し、プロ
ジェクト チームのメンバー全員が最新のデータ
にアクセスできるようにしています。Churchill氏 
は、「モジュール工法では、「次世代」のコラボ
レーション機能が必要になります。プレファブ
リケーション建築の場合は、建築、構造、設備
のディテールの調整ルールがあるので、関係者
全員が協調して作業を進める必要があります。 
当社では Autodesk BIM 360 Glueを使用して
クラウド上でバーチャル モデルを共有している
ため、意匠設計者は構造詳細を、設備エンジニ
アは建築詳細といった具合に、自分の専門範囲
以外の情報を参照して作業を進めています」と
述べています。

ソリューション
最新のバーチャルモデルは、Autodesk BIM 360 
GlueからRevitへのダイレクト プラグインを使用
して取得します。SC社では、プロジェクト チーム
全員がクラウドを介してこれらの最新モデルを即
座に使用できます。Autodesk BIM 360 Glueの
マークアップ機能により、モデル上の特定の調整
ポイントと干渉部分が強調表示されます。 Revit
ユーザは、干渉部分を Revit上で直接開いて解決
できます。 

Churchill氏は次のように説明します。「バーチャル  
モデルをクラウドに展開できるようになる前は、
とてもシーケンシャルなプロセスでした。モデル
が金曜にアップデートされると、そのモデルを統
合して、毎週水曜の定例会議での検討のために、
さまざまな干渉や問題点をまとめた資料を作成し
ていました。毎週の定例会議は今でも行われて 

いますが、以前とは違い、チームは Autodesk 
BIM 360 Glueのモデルのハイパーリンクをリア
ルタイムで情報交換し、会議に先立ち効率的に 
コラボレーションしています」 

クラウドでプロジェクト チームをまとめる
クラウドの BIMを活用したことで、SC社は意思
決定プロセスを大幅に合理化し、プロジェクトの
遅延によるコストを削減できました。 SC社のマ
ネージング ディレクターJonathan Mallie氏は、
「クラウドを使用してバーチャル設計 /施工プロ
セスを強化して、プロジェクトの期間内で、プレ
ファブリケーションとモジュール工法で必要とな
る、複雑なモジュール間のコーディネートを非常
に厳しい寸法許容差で調整する課題を、リアルタ
イムに解決できます」と述べています。

オーナーとプロジェクト関係者がバーチャル モ
デルにアクセスできるようにすることは、SC社
に変化をもたらしています。Mallie氏は「これ
は画期的なことです。プロジェクト チームは、
天候をオンラインで確認するかのように、リアル
タイムでバーチャルな施工モデルを確認できま
す。また自分の PCにデータをダウンロードする
ことなくクラウド上でモデルを確認できます。プ
ロジェクトの意思決定に、プロジェクト チーム
全員が関わっています」

Churchill氏は次のように述べています。「当社
はこのプロジェクトを『新境地の開拓』と考えて
います。これまでとは大きく違います。説明し
ている内容を相手が理解していると、反応や返
答がすぐに返ってくるのです。 Autodesk BIM 
360 Glueを使用することで、当社の作業はより
順調に進み、効率もアップしています。クラウド
は設計プロセスをビジュアル化する有効な手段
であり、これは意思決定にとって非常に重要なこ
とです。より合理的かつ効率的にプロジェクト
を遂行できる、素晴らしい拡張ツールです」

施工後の付加価値
Churchill氏は「プロジェクト インテグレーター
として、適切な人が適切なタイミングで情報に
アクセスできるようにしたいと考えています。
Autodesk BIM 360 Glueは、その役割を遂行す
るための素晴らしいツールで、設計プロセスの
非常に早い段階で情報への容易なアクセスを可
能にします。情報の管理および活用には大変な
時間がかかりますが、クラウドにモデルを置くこ
とで、それを迅速化し、情報が適切な意思決定者 

に渡っているかどうかを効率的に確認できるた
め、結果的に手戻りの削減につながります。

総合的なバーチャル設計 /施工（VDC）のサービス
が業界では着目されています。当社は、Autodesk 
BIM 360 Glueを使用し、より高レベルな情報 
管理サービスを提供できると考えています。それ
こそが、当社が投資する理由です」

Mall ie 氏は、容易にアクセスできるクラウド 
ベースのモデルは、B2 BKLYNレジデンス棟の
竣工後も重要なメリットになると考えています。 
「竣工と同時に、モデルは建物の施設管理データ
ベースになります。モデルに埋め込まれた情報
により、施設管理者は、総合的なバーチャル設
計 /施工プロジェクトのメリットを享受できます。 
クラウド アプリケーションがこの進化を促進す
るでしょう」 

成果
SC社は、B2 BKLYNプロジェクトを順調に完了さ
せることに注力しました。Mallie氏はこう述べて
います。「Autodesk BIM 360 Glueは、バーチャ
ル設計 /施工プロセスの促進という業界ニーズを
満たしています。当社では既に評価および意思
決定が促進しています。さらに効率的なワークフ
ローを構築中で、コラボレーション能力の向上に
も取り組んでいます。どちらも BIM / VDCで最終
的な成功を収めるためには不可欠です」
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